第961回生物科学セミナー
日時：　10月2日（水）　16:40-18:10
演者：　大西　康夫　教授
　　　農学生命科学研究科応用生命工学専攻
演題:　 微生物を用いた有用物質生産を目指して
　味噌・醤油・清酒などの発酵食品製造の長い歴史をもつ我が国は、独自の高い微生物利用技術を有しており、この分野で世界をリードしてきた。しかしながら、近年、地球温暖化や環境破壊を抑制するための新たな微生物利用技術が世界中で模索されており、本分野における日本の優位性が脅かされつつある。さまざまな方面で“次世代”微生物利用技術を生みだすことは我が国の重要な課題であるが、演者は医薬品や高分子原料などの有用物質の微生物生産に焦点を絞り、主として、「放線菌」と呼ばれる一群の細菌の潜在能力の発掘・活用によるグリーンイノベーションの創出を目指している。本セミナーにおいては、その概要を紹介したい。
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